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　連合長崎は、去る10月21日（木）14時から長崎市民
会館文化ホールにおいて第28回定期大会を開催しま
した。
　大会は、米村副会長の開会あいさつにはじまり、議
長団に基幹労連・山口代議員、自治労・宮本代議員、
情報労連・小柳代議員を選出して議事が進められました。
　冒頭、宮﨑会長があいさつ（別記）を行い、続いて、
連合本部　山根木副事務局長から激励のあいさつをい
ただきました。その他にも多くのご来賓の皆様にご出
席いただきましたが、時間の関係上、ご紹介のみとさ
せていただきました。
　その後、「第20回フォトコンテスト」最優秀賞の堀隆
義さん（全自交県タクシー労働組合ＯＢ）の表彰を行い
ました。
　引き続き、一般経過報告、2021春季生活闘争総括、
2020-2021連合長崎組織財政検討委員会答申、2021
年度会計報告・会計監査報告を行い、承認されました。
　審議事項では、第1号議案「2022・2023年度運動
方針（案）」、第2号議案「2022年度予算（案）」、第3号
議案「連合長崎組織拡大プラン2030（案）」、第4号議案
「連合長崎政治活動の取り組みについて（案）」第5号議

案「連合長崎規約・規定類の改正について」、第6号議
案「2022・2023年度連合長崎役員選出（案）」の提案
を行い、それぞれが承認されました。
　この大会で、宮﨑会長をはじめ10名の役員が退任
をしました。退任された皆様のご尽力に感謝申し上げ
るとともに、髙藤会長・岩永事務局長の新体制で「組
織強化・拡大」「格差是正」等の諸課題に取り組んでい
きます。
　最後に髙藤新会長のガンバロー三唱で、安心社会へ 
新たなチャレンジ　～すべての働く仲間とともに「必
ずそばにいる存在」へ～のスローガンのもと、各構成
組織、地協・ブロックと連携しながら、今後2年間の
取り組みを進めていくことを誓い合いました。
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議長団：（左）基幹労連　山口代議員
　　　　（中）自治労　　宮本代議員
　　　　（右）情報労連　小柳代議員
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～はじめに～
　まずもって、県下各地か
ら、大会代議員、特別代議
員、役員、そして傍聴者の
みなさん、またご来賓とし
て、県内労働団体、政党、福
祉事業団体、長退連から、
公私ともに大変ご多忙な
中にご出席いただき、本当
にありがとうございます。

～組織強化と拡大について～
　連合長崎運動の組織強化と拡大についてです。
　連合長崎で仕事をさせていただき、強く感じること
は、「働く人一人ひとりは、本当に弱い」ということです。
　バリバリ仕事をしていた人が、突然、病気や事故で仕
事ができなくなる、あることがきっかけで心を病んでし
まう、育児や介護など、仕事を最優先にできないことも
あります。上司からのパワハラや人間関係で苦しむ人
もいます。お客さんからいわれなき苦情や嫌がらせを
受けることもあります。会社の経営状況が悪化し、配置
転換や事業縮小、最悪倒産による解雇があるかもしれ
ません。これらは他人事でなく、連合長崎、構成組織の
中で起こっていることでもあります。
　連合への労働相談を聞くと、私自身、労働組合がある
ところで組合役員をしてきたことの有難さを痛感しま
す。労働協約や労使関係の基本など、諸先輩が長年の運
動で作ってくれた、そのテーブルで交渉することができ
ました。
　交渉前後での会議の持ち方や組合員との相談のやり
方などのノウハウもあります。もちろん時間外集会を
要請したら組合員はきてくれますし、役員に対する労
いの言葉などをもらうと、元気をもらいます。
　ところが、労働組合がない会社では、どれだけワンマ
ンな経営者であっても、不当解雇や賃金未払い、パワハ
ラ等があっても、交渉はもちろんできませんし、泣き寝
入りしている人が沢山います。皆さんの家族や友人・知
人にも沢山いるのではないでしょうか。
　連合長崎は、こうした人たちの受け皿として２０１４
年、全国４７番目となる、一人でも入れる労働組合「連合
ながさきユニオン」を立ち上げました。組合員の切実な
悩みや相談を解決するために、担当者が経営者と交渉
し、決着した事案は沢山あります。しかし経営者がパワ
ハラをはじめ明らかに理不尽な対応をしているにもか
かわらず、しかも公的機関まで活用してもその組合員を
守ることができなくて本当に悔しい思いもしました。
　それでも私は、連合ながさきユニオンを立ち上げて
よかったと思っていますし、これから益々重要な役割を
担っていく組織だと確信しています。
　そのためにも、連合長崎が、もっともっと力をつけて
いく必要があります。私の主観になるかもしれませんが
組織強化の観点から、４点について申し上げます。

１．労働組合は、「組合員一人ひとり」を守るために、
憲法や法律で守られた組織だということ（当たり
前のこと）

２．私たちの活動の原点は、現場であり、組合員である
ということ。ですから、現場を見る、組合員の声を
聴くということと同時に、役員が悩んだり困った
ときには、現場に行って組合員に相談してみてくだ
さい。答えは現場にあると思います。

３．先輩たちが長年の闘いで積み上げてきた労働組
合の機能や仕組みは、労働組合がない企業ではあ
りえない、とても貴重な財産であるということ。
つまり、労使協約や労使信頼関係、組織運営や組
織体制など仕組み、はもちろんですが、ろうきんや
こくみん共済なども、組合員をまもるために作っ
たしくみです。労金、国民共済のためではなく、組
合員のための労金運動、共済活動という原点を大
事にしてほしいと思います。

４．労組の役員は、組合専従が少なくなっている中で、
献身的にかつ正義感をもって懸命に努力されてい
ます。ただ、仕事をしながらの活動には限界があり
ます。役員も生身の人間ですし、家庭もあります。
ワークライフバランスに配慮することも必要です。
一方で労働組合に対する期待も高まっています。労
働組合は助け合い組織ですから、仮に、一部の役員
中心の組織運営になっているとしたら、他の役員、
多くの組合員の力を借りながらの活動に切り替え
ていくことが、結果的には、組織強化と信頼関係の
醸成につながると信じています。

　次に、連合長崎の最大の課題である組織拡大につい
て申し上げます。
　連合長崎は、本定期大会で、「連合長崎組織拡大２０３０
プラン」を提起させてもらっています。
　これに関連して、３点申し上げます。
１．組織拡大は、対会社をはじめその組織の発言力、
影響力を高めるとともに、財政面の課題等をふく
め組織にとっての重要な活動であることは間違い
ありません。そのうえで、労働組合に入りたくても
入れない、そして、日々苦しんでいる働く仲間の側
から見た組織拡大の視点が大事です。労働組合が
あっても厳しい時代ですから、皆さんのご家族や
友人、親戚などで苦しんでいる人がいるはずです。
連合長崎と地協・構成組織が、「働く仲間一人ひと
り」を守っていくんだという気持ちを共有したい
と思います。

２．組織拡大を推進するにあたっては、まずは役員と
組合員が自分の労働組合に誇りと自信を持つこと
が大事です。先ほど申し上げた、組織強化とセット
で取り組みを進めていく必要があります。

３．今回のプランでは２０３０年の目標を、連合長崎結
成時の６万人に設定しています。現在よりも１万人
以上の拡大ですから、簡単なことでありませんが、
短期的な活動目標などを設定しながら、３２の構成
組織と５地協・６ブロックが連携すれば、実現可能
な数字であると思います。

～政治活動について～
　政治活動について申し上げます。
　私たちがなぜ政治活動に取り組むのか、一言で言え
ば、「組合員・家族の幸せのための政治」を実現するこ
と、つまり、働く人、生活者たちの立場にたった条件、環
境を作るため、そしてその政策要求実現のために、政治
活動に取り組みます。
　その実現ために、国会や県議会、市議会、町議会で、私
たち働く人の声を反映してくれる議員を作らなければ
なりません。
　この間の自民党１強の政治は、一言で言えば、国民の
声に耳を傾けようとしない、そして説明責任を果たそ
うとしない、独善的で、そして課題先送りの無責任な政
治です。何としてもかえなければなりません。
　これまでの国政選挙を経験し、痛感したのは、決定的
な地方議員の差です。
ですから、第４号議案では、今後の地方自治体選挙と１
年半後の統一地方選挙の扱いについても提起していま
す。新人の議員を擁立することの難しさを知っているだ
けに、「現有議席の維持・拡大」を基本に、「空白区」解消
に向けた具体的検討を早急に開始しないと間に合いま
せん。
　また、明年の参議院議員選挙について、議案では、「白
川あゆみ」さんの取り扱いを含め県内労働団体及び政
党と連携を図ることを前提に、可能な限り、２０２１年末
までに推薦決定ができるよう取り組みを進めると提起
しています。
　２０１９年の参院選で闘った「白川あゆみ」さんが、旧
国民民主党時代に、党の公認予定候補者として活動を
開始していましたが、政党再編等により、現在は、立憲民
主党の公認内定を受け活動しています。年末に決めても
残り半年しかありません。２年前、あと少しで勝てたの
に、という悔しさを思い出してください。各構成組織の
比例候補者とセットでの活動を基本に、取り組みを進
めていただくようお願いします。

～第４９回衆議院議員選挙について～
　まずもって、これまでも、そして今この瞬間も、推薦候
補者の勝利のために寝食を忘れて懸命に活動しておら
れる皆さんに心から感謝いたします。
　先月の自民党総裁選の時のような加熱したマスコミ
報道ではないように感じているのは私だけでしょう
か。とても不気味です。しかも本日のマスコミ各社の情
勢を見ると、相手陣営にとっては、残りの選挙戦を危機
感をもって戦える、絶好の報道内容のように感じます。
　冷静に考えてみてください。
　１区の候補者が決まったのが７月ですからまだ３か
月、２区は９月、４区に至っては、今月１５日、まだ１週間
もたっていません。
　名前が浸透していないのが当たり前です。今日の情勢
は、あくまでも現時点のものであって、もともと保守地
盤が強い地域であることを念頭において、相手陣営は、
あらゆる手段をつかって一気に攻め込んでくると覚悟
しておく必要があります。

　とはいえ、これまでの闘いとは異なり、「やれば勝て
る戦い」であることは間違いありません。
　連合長崎をはじめとする労働４団体と、国民、立憲・
社民の７団体は、４年前の衆議院選挙ではできなかった
７者懇を、９月２８日に開き、１区「西岡秀子」候補、２区
「松平浩一」候補、３区「山田勝彦」候補、４区「末次精一」
候補の勝利のために７団体が一丸となって戦うことを
確認しました。久しぶりに全体で闘う体制ができまし
た。７者懇の中心的組織として再確認し、連合長崎の力
を最大限発揮し、４人の当選を勝ち取りましょう。
　そのうえで、長崎１区「西岡秀子」候補の闘いは、相手
候補が、元安倍総理の政策秘書という肩書と圧力を
もって、経済界、県議・市議にプレッシャーをかけ続け、
さらには、総理経験者、大臣経験者などが次々と入って
くるなど、これまでにない活動を展開しています。極め
て厳しい状況にあると言わざるを得ません。この長崎１
区は、長年組織内議員の高木義明さんが守ってきた「働
く人たちの議席」であり、私たち連合長崎にとって極め
て重要な選挙区であることを改めて強調します。連合長
崎選対会議で確認した「この長崎１区の議席は死守す
る」との覚悟を皆さんとあらためて共有し、それぞれの
組織における指導、取り組みの徹底をお願いします。
　また、２区から４区の闘いについても、厳しい闘いで
あることは間違いありませんが、相手陣営の混乱や候
補者交代などもあり、私たちの連合長崎の力を最大限
発揮し、政党、他労働団体と一緒に最後までの闘い抜く
ことができれば、必ず勝利することができます。「敵は
自民党」そして「守るべきは、国民の命とくらし」です。残
り１０日間、皆さんの最後までのご理解とご協力をお願
いします。

～おわりに～
　結びになりますが、私たちは今、歴史的にみると大き
な転換点に生きています。未来から振り返った時に、あ
の激動の時代、みんなと一緒に行動したからこそ、今が
あるんだと誇りに思えるような連合長崎の活動であっ
てほしいと思います。そして最後に、個人ごとで恐縮で
すが、この間、皆さんに色んな所で本当にお世話になっ
たことに対して、心から感謝申し上げ、連合長崎を代表
しての最期の挨拶とします。本当に、ありがとうござい
ました。

会長あいさつ
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多くの組合員の力を借りながらの活動に切り替え
ていくことが、結果的には、組織強化と信頼関係の
醸成につながると信じています。

　次に、連合長崎の最大の課題である組織拡大につい
て申し上げます。
　連合長崎は、本定期大会で、「連合長崎組織拡大２０３０
プラン」を提起させてもらっています。
　これに関連して、３点申し上げます。
１．組織拡大は、対会社をはじめその組織の発言力、
影響力を高めるとともに、財政面の課題等をふく
め組織にとっての重要な活動であることは間違い
ありません。そのうえで、労働組合に入りたくても
入れない、そして、日々苦しんでいる働く仲間の側
から見た組織拡大の視点が大事です。労働組合が
あっても厳しい時代ですから、皆さんのご家族や
友人、親戚などで苦しんでいる人がいるはずです。
連合長崎と地協・構成組織が、「働く仲間一人ひと
り」を守っていくんだという気持ちを共有したい
と思います。

２．組織拡大を推進するにあたっては、まずは役員と
組合員が自分の労働組合に誇りと自信を持つこと
が大事です。先ほど申し上げた、組織強化とセット
で取り組みを進めていく必要があります。

３．今回のプランでは２０３０年の目標を、連合長崎結
成時の６万人に設定しています。現在よりも１万人
以上の拡大ですから、簡単なことでありませんが、
短期的な活動目標などを設定しながら、３２の構成
組織と５地協・６ブロックが連携すれば、実現可能
な数字であると思います。

～政治活動について～
　政治活動について申し上げます。
　私たちがなぜ政治活動に取り組むのか、一言で言え
ば、「組合員・家族の幸せのための政治」を実現するこ
と、つまり、働く人、生活者たちの立場にたった条件、環
境を作るため、そしてその政策要求実現のために、政治
活動に取り組みます。
　その実現ために、国会や県議会、市議会、町議会で、私
たち働く人の声を反映してくれる議員を作らなければ
なりません。
　この間の自民党１強の政治は、一言で言えば、国民の
声に耳を傾けようとしない、そして説明責任を果たそ
うとしない、独善的で、そして課題先送りの無責任な政
治です。何としてもかえなければなりません。
　これまでの国政選挙を経験し、痛感したのは、決定的
な地方議員の差です。
ですから、第４号議案では、今後の地方自治体選挙と１
年半後の統一地方選挙の扱いについても提起していま
す。新人の議員を擁立することの難しさを知っているだ
けに、「現有議席の維持・拡大」を基本に、「空白区」解消
に向けた具体的検討を早急に開始しないと間に合いま
せん。
　また、明年の参議院議員選挙について、議案では、「白
川あゆみ」さんの取り扱いを含め県内労働団体及び政
党と連携を図ることを前提に、可能な限り、２０２１年末
までに推薦決定ができるよう取り組みを進めると提起
しています。
　２０１９年の参院選で闘った「白川あゆみ」さんが、旧
国民民主党時代に、党の公認予定候補者として活動を
開始していましたが、政党再編等により、現在は、立憲民
主党の公認内定を受け活動しています。年末に決めても
残り半年しかありません。２年前、あと少しで勝てたの
に、という悔しさを思い出してください。各構成組織の
比例候補者とセットでの活動を基本に、取り組みを進
めていただくようお願いします。

～第４９回衆議院議員選挙について～
　まずもって、これまでも、そして今この瞬間も、推薦候
補者の勝利のために寝食を忘れて懸命に活動しておら
れる皆さんに心から感謝いたします。
　先月の自民党総裁選の時のような加熱したマスコミ
報道ではないように感じているのは私だけでしょう
か。とても不気味です。しかも本日のマスコミ各社の情
勢を見ると、相手陣営にとっては、残りの選挙戦を危機
感をもって戦える、絶好の報道内容のように感じます。
　冷静に考えてみてください。
　１区の候補者が決まったのが７月ですからまだ３か
月、２区は９月、４区に至っては、今月１５日、まだ１週間
もたっていません。
　名前が浸透していないのが当たり前です。今日の情勢
は、あくまでも現時点のものであって、もともと保守地
盤が強い地域であることを念頭において、相手陣営は、
あらゆる手段をつかって一気に攻め込んでくると覚悟
しておく必要があります。

　とはいえ、これまでの闘いとは異なり、「やれば勝て
る戦い」であることは間違いありません。
　連合長崎をはじめとする労働４団体と、国民、立憲・
社民の７団体は、４年前の衆議院選挙ではできなかった
７者懇を、９月２８日に開き、１区「西岡秀子」候補、２区
「松平浩一」候補、３区「山田勝彦」候補、４区「末次精一」
候補の勝利のために７団体が一丸となって戦うことを
確認しました。久しぶりに全体で闘う体制ができまし
た。７者懇の中心的組織として再確認し、連合長崎の力
を最大限発揮し、４人の当選を勝ち取りましょう。
　そのうえで、長崎１区「西岡秀子」候補の闘いは、相手
候補が、元安倍総理の政策秘書という肩書と圧力を
もって、経済界、県議・市議にプレッシャーをかけ続け、
さらには、総理経験者、大臣経験者などが次々と入って
くるなど、これまでにない活動を展開しています。極め
て厳しい状況にあると言わざるを得ません。この長崎１
区は、長年組織内議員の高木義明さんが守ってきた「働
く人たちの議席」であり、私たち連合長崎にとって極め
て重要な選挙区であることを改めて強調します。連合長
崎選対会議で確認した「この長崎１区の議席は死守す
る」との覚悟を皆さんとあらためて共有し、それぞれの
組織における指導、取り組みの徹底をお願いします。
　また、２区から４区の闘いについても、厳しい闘いで
あることは間違いありませんが、相手陣営の混乱や候
補者交代などもあり、私たちの連合長崎の力を最大限
発揮し、政党、他労働団体と一緒に最後までの闘い抜く
ことができれば、必ず勝利することができます。「敵は
自民党」そして「守るべきは、国民の命とくらし」です。残
り１０日間、皆さんの最後までのご理解とご協力をお願
いします。

～おわりに～
　結びになりますが、私たちは今、歴史的にみると大き
な転換点に生きています。未来から振り返った時に、あ
の激動の時代、みんなと一緒に行動したからこそ、今が
あるんだと誇りに思えるような連合長崎の活動であっ
てほしいと思います。そして最後に、個人ごとで恐縮で
すが、この間、皆さんに色んな所で本当にお世話になっ
たことに対して、心から感謝申し上げ、連合長崎を代表
しての最期の挨拶とします。本当に、ありがとうござい
ました。

来賓あいさつ
連合本部　山根木副事務局長

新任役員あいさつ
連合長崎　髙藤会長
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2022・2023年度　連合長崎役員
役　　　　職 氏　　　　名 組　　織　　名

会 長

副 会 長

事 務 局 長

副 事 務 局 長

執 行 委 員

会 計 監 査

髙 藤 　 義 弘

米 村 　 　 豊

長 岡 　 英 樹

中 川 　 俊 紀

川 内 ひ ろ こ

堀 江 　 信 也

川 瀬 　 隆 文

岩 永 　 洋 一

種 村 　 和 久

縄 本 　 恵 太

西 野 　 輝 夢

江 島 　 浩 介

川 田 　 隆 往

椎 山 　 和 久

山 口 　 裕 志

山 下 祐 一 朗

松 本 　 順 一

田 平 　 賀 一

山 下 　 和 英

野 原 　 秀 昭

田 尻 　 正 行

久 木 﨑 　 功

橋 口 　 才 蔵

森 　 　 忠 吉

溝 上 　 剛 治

木 戸 　 則 之

塩 田 　 淑 文

古 川 　 洋 介

入 江 　 良 美

川 本 　 良 美

松 山 　 忠 敏

久 米 美 那 子

増 本 　 利 恵

西 﨑 　 愛 希

村 田 　 元 輝

橋 田 　 和 廣

小 林 　 照 尚

基 幹 労 連

自  治  労

Ｕ Ａ ゼ ン セ ン

基 幹 労 連

Ｊ Ｐ 労 組

電 力 総 連

情 報 労 連

Ｊ Ｐ 労 組

自  治  労

基 幹 労 連

電 力 総 連

自 動 車 総 連

電 機 連 合

国 公 連 合

運 輸 労 連

フ ー ド 連 合

海 員 組 合

自 治 労 連

日 教 組

交 通 労 連

私 鉄 総 連

Ｊ Ｒ 連 合

全 国 ガ ス

全 自 交 労 連

長 崎 私 交 通 労 組

長 崎 電 気 軌 道 労 組

長 崎 地 協

佐 世 保 地 協

諫 早・島 原 地 協

大東・壱岐・対馬地協

五 島 地 協

女 性（自 動 車 総 連）

女 性（女 性 委 員 会）

女 性（女 性 委 員 会）

自  治  労

交 通 労 連

全  労  金

専　従

非専従

専　従

専　従

非専従

非専従

新

再

再

再

新

新

再

新

再

新

新

新

再

再

再

新

再

新

再

再

再

再

新

再

再

再

新

新

再

再

再

新

再

再

新

再

再
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支援米の袋にユニオニオンを貼付けて発送しました！

子どもたちも大喜びでした！

支援米の袋にユニオニオンを貼付けて発送しました！

子どもたちも大喜びでした！

「アジア・アフリカ支援米」
各地協で稲刈り！

「アジア・アフリカ支援米」
各地協で稲刈り！

　春に田植えを行った各地協・ブロックにおいて、10月に稲刈り作業を行いました。
　今年も、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、ほとんどの地域で少人数での対応にて実施しました。
　収穫された支援米は、現在、各構成組織へお願いしていますカンパ金で購入するお米と合わせ、来年１月に支
援先に発送予定です。各地協・ブロックの役員、組合員・家族の皆様、ご協力ありがとうございました。
　また、今年の１月にくっくま孤児院（カンボジア）に発送したお米が、無事到着したことの報告がありました。子
どもたちも大喜びで元気に過ごしているとのことで、今後も引き続き支援していきますので、みなさまのご協力を
お願いします

長

　崎

佐
世
保

諫

　早

北

　松
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「はい、チーズ！！」
鍋内　翔さん

（エムエイチアイマリンエンジニアリング労組）

連合長崎第20回フォトコンテスト最優秀賞が決定！
　９月７日（火）に「連合長崎第20回フォトコンテスト」の審査を行いました。今年は91点の応募があり、「針尾
瀬戸（全自交長崎県タクシー労働組合ＯＢ　堀隆義さんの作品）」が最優秀賞に決定しました。皆様、力作ばか
りでした。次回の開催は2023年度を予定しております。次回もたくさんのご応募をお待ちしております。

「はじまりの日」
吉野　巴瑠花さん

（三菱重工グループ労連　家族）

「ガラスの砂浜」
松良　なつみさん

（長崎私交通労組　家族）

堀
　
隆
義
さ
ん（
全
自
交
県
タ
ク
シ
ー
労
組
Ｏ
Ｂ
）

「
針
尾
瀬
戸
」

最
優
秀
賞

最
優
秀
賞

連
合
長
崎
会
長
賞

連
合
長
崎
会
長
賞

連
合
長
崎
副
会
長
賞

連
合
長
崎
副
会
長
賞

優

　秀

　賞

優

　秀

　賞
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川崎　正和さん
（長崎私交通労組）

「故郷へ」

小川　美喜雄さん
（佐世保重工労組ＯＢ）

「明ける海」
田尻　隆浩さん

（三菱重工グループ労連）

「幸」
西山　貴将さん

（ＪＰＧＳ労組松島分会）

「オッドアイ」

三ヶ島　守さん
（佐世保重工労組ＯＢ）

「花」

鍋
内
　
美
樹
さ
ん

（
エ
ム
エ
イ
チ
ア
イ
マ
リ
ン
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
労
組
　
家
族
）

「
は
じ
め
の
一
歩
」

松
良
　
慎
之
介
さ
ん

（
長
崎
私
交
通
労
組
）

「
遺
構
」

鈴
木
　
寛
太
郎
さ
ん

（
佐
世
保
市
役
所
職
員
組
合
Ｏ
Ｂ
）

「
あ
！
海
だ
」

野
口
　
智
佳
さ
ん

（
放
影
研
労
働
組
合
長
崎
支
部
）

「
純
白
の
想
い
」

矢
津
　
充
浩
さ
ん

（
佐
世
保
重
工
労
組
Ｏ
Ｂ
）

「
捕
球
寸
前
」

野
中
　
正
晴
さ
ん

（
西
肥
自
動
車
労
働
組
合
Ｏ
Ｂ
）

「
雫
の
魔
法
」

江
崎
　
達
也
さ
ん

（
三
菱
電
機
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
ユ
ニ
オ
ン
　
家
族
）

「
空
に
駆
け
る
」

村
井
　
文
明
さ
ん

（
自
治
労
西
海
市
職
員
組
合
　
家
族
）
）

「
女
神
の
夕
陽
」

竹
野
　
大
志
さ
ん

（
長
崎
県
職
員
組
合
）

「
雨
の
西
浜
町
」

入

　
　賞

入

　
　賞

佳

　
　作

佳

　
　作
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第49回衆議院議員選挙

長崎１区は小選挙区で勝利！
長崎３区、４区も比例で復活当選！
ご支援ありがとうございました

　第49回衆議院議員選挙は、１区・西岡秀子氏、2区・松平浩一氏、3区・山田勝彦氏、4区・
末次精一氏を擁立し、短期決戦での熾烈な戦いとなりました。連合長崎に結集する全て
の組織の皆様の、最終盤での総決起集会への結集や期日前投票の徹底などの尽力により
１区では相手候補に大差をつけて勝利！3区・4区では、小選挙区ではあと一歩届かず
惜しい結果となりましたが、比例復活を果たしました。2区は、苦戦を強いられ、残念
ながら惜敗という結果になりましたが、長与町など一部地域では相手候補を上回る健闘
を見せました。
　全国的には自公で３分の２以上の議席という結果になり、自民一強政治に歯止めをか
けることは出来ませんでした。この結果を真摯に受け止め、2022年夏の参議院選挙へ
の取り組みを進めていきます。

【長崎１区　開票結果】
　◇当日有権者数　　３３４，１３９人

　◇投票率　　　　　５５．２５％　（前回　５４．８６％）

　◇得票数　　　　　西岡　秀子氏（57才：国民 前）当　１０１，８７７票
　　　　　　　　　　初村滝一郎氏（42才：自民 新）　　　６９，０５３票

　　　　　　　　　　安江　綾子氏（44才：共産 新）　　　１０，７５４票
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【長崎２区　開票結果】
　◇当日有権者数　　２９３，２９８人

　◇投票率　　　　　５７．０３％　（前回　５７．８５％）

　◇得票数　　　　　松平　浩一氏（47才：立憲 前）　　　６８，４０５票

　　　　　　　　　　加藤　竜祥氏（41才：自民 新）当　　９５，２７１票

【長崎３区　開票結果】
　◇当日有権者数　　２３６，５２５人

　◇投票率　　　　　５５．０８％（前回　５７．３８％）

　◇得票数　　　　　山田　勝彦氏（42才：立憲 新）比例　５５，１８９票
　　　　　　　　　　谷川　弥一氏（80才：自民 前）当　　５７，２２３票

　　　　　　　　　　山田　博司氏（51才：無 　新）　　　２５，５６６票

　　　　　　　　　　石本　啓之氏（52才：諸派 新）　　　　２，７５０票

【長崎４区　開票結果】

　◇当日有権者数　　２５０，００４人

　◇投票率　　　　　５５．０８％（前回　５７．３８％）

　◇得票数　　　　　末次　精一氏（58才：立憲 新）比例　５５，５７７票
　　　　　　　　　　北村　誠吾氏（74才：自民 前）当　　５５，９６８票

　　　　　　　　　　萩原　　活氏（61才：無 　新）　　　１６，８６０票

　　　　　　　　　　田中　隆治氏（78才：無　 新）　　　　４，６７５票
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平戸市議会議員選挙結果

　平戸市議会議員選挙は、10月10日（日）告示・10
月17日（日）投開票の日程で行われました。連合長崎
は立憲民主党・現職の「小山田輔雄」氏を組織内推薦
候補者として、佐世保地協を中心に構成組織と連携
し、積極的な活動を展開しましたが、一歩及ばず惜
敗となりました。
　ご協力いただきました構成組織の皆さま、ご支援
ありがとうござました。

　連合ながさきユニオン第９回定期大会が2021年
11月12日に地区労会館２階大会議室で開かれまし
た。今大会も、コロナ禍であることを踏まえ規模を
縮小して開催し、2021年度一般経過報告や会計決
算、会計監査報告等を行った後、2022年度の運動
方針、予算、役員の交代等が確認されました。なお、
今大会をもって髙藤執行委員長が退任され、岩永新
執行委員長をはじめとする新体制となりました。
　連合ながさきユニオンは「１人でも加入できる労働
組合」として2014年３月29日に結成され、組合員

連合ながさきユニオン定期大会

～すべての働く仲間と　新たなチャレンジ～
11人でスタートしましたが、現在約30人の組合員
の方がいます。突然の解雇やパワハラなど厳しい労
働環境の中で組合員となり交渉を重ねながら、解決
に向けて頑張っています。誰にも相談することが出
来ずに劣悪な環境で仕事を余儀なくされている働く
仲間はたくさんいる現状から、「連合ながさきユニオ
ン」の社会的役割と使命はますます大きくなっていま
す。これからも、各構成組織・各地協のご支援・ご
協力をよろしくお願いいたします。
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